
■政府の施策■

技術の頂点へ再び

管
理
シ
ス
テ
ム
開
発
加
速

省エネ法の改正のポイント

電力ピークの需要家側における対策
（工場や輸送など）

需要家が従来の省エネ対策に加え、蓄電
池やエネルギー管理システム（ＢＥＭ
Ｓ、ＨＥＭＳ）、自家発電、蓄熱式の空
調、ガス空調などの活用で電力需要ピー
ク時の系統電力の使用を低減する取り組
みを行った際、これを評価

建築材料などにトップランナー制度
導入

従来の機械器具だけでなく、建築物や機
器のエネルギー消費効率の向上に役立つ
建築材料などもトップランナー制度の対
象に追加

規制のあり方の見直し 定量的な努力目標は維持しつつ、評価の
期間を中長期（５年程度）とする

省エネ対策で革新促す

官
民
一
体
で
節
電需要抑制に技術で工夫電力自由化で市場原理導入

コ
ス
ト
削
減
に
貢
献

中
小
規
模
の
ビ
ル
照
準
ゲ
ー
ム
取
り
入
れ
海
外
展
開

経産省の補助事業のＢＥＭＳ
管理運営者（１次採択分）
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政府が今夏に産業界に呼びかける省エネルギー対策
１、工場・事業関係
　 工場・事業場における省エネ法に基づくエネルギー管理
　 自制的な省エネルギーへの取り組みの推進
２、ビル・住宅関係
　 住宅・ビルの省エネルギー対応
　 エネルギー消費効率の高い機器の選択・購入
３、運輸関係
　 運輸分野における省エネ法に基づくエネルギー管理
　 公共交通機関の利用促進
　 エネルギー消費効率の良い輸送機関の選択
　 エコドライブの実践
４、その他
　 エネルギー管理システム規格（ＩＳＯ ）の導入検討
　 省エネルギーに資する事業活動の合理化および従業員の意識向上
　 地域における各機関の連携

東
芝
の
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
用
制
御
装
置

写
真
上

と
管
理
画
面

写

真
下

　
日
本
全
土
が
未
体
験
の
節
電
を
迫
ら
れ
る
２
０
１
２
年

夏
。
法
人
、
個
人
と
も
に
抜
本
的
な
取
り
組
み
が
必
要
だ

が
、ま
ず
何
か
ら
着
手
す
べ
き
か
は
迷
う
と
こ
ろ
。経
済
産

業
省
・
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
２
０
１
１
年
度
第
三
次
補

正
予
算
に
盛
り
込
ん
だ
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム
導

入
促
進
事
業
費
補
助
金
」
は
節
電
の
第
一
歩
と
言
え
る
。

予
算
額

３
０
０
億
円

の
９
割
超
を
占
め
る
の
が
、
ビ

ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム

Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

だ
。

　
主
な
対
象
は
中
小
規
模
の

ビ
ル
。
「
一
番
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の

普
及
が
進
ん
で
い
な
い
」

経
産
省
幹
部

の
が
支
援

事
業
の
背
景
に
あ
る
。
六
本

木
ヒ
ル
ズ
な
ど
の
大
規
模
な

ビ
ル
や
工
場
は
既
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入

済
み
で
、
契
約
電
力
５
０
０

未
満
の
高
圧
小
口
需
要

家
が
空
白
地
帯
だ
っ
た
。

　
節
電
し
よ
う
に
も
各
機
器

の
消
費
電
力
を
把
握
で
き
な

け
れ
ば
、
対
策
す
ら
立
て
ら

れ
な
い
。
ま
ず
必
要
な
の
は

電
力
の
見
え
る
化
。
エ
ア
コ

ン
や
照
明
な
ど
各
機
器
の
消

費
電
力
を
時
間
や
フ
ロ
ア
ご

と
に
細
か
く
計
測
し
、
グ
ラ

フ
な
ど
に
加
工
す
る
。

　
ビ
ル
な
ど
の
需
要
家
と
電

力
会
社
は
年
間
契
約
で
、
１

年
間
の
ピ
ー
ク
時
の
使
用
電

力
量
を
も
と
に
翌
年
の
基
本

料
金
な
ど
が
算
出
さ
れ
る
。

夏
場
の
電
力
量
抑
制
は
電
力

需
給
問
題
解
消
に
役
立
つ
だ

け
で
な
く
、
コ
ス
ト
削
減
に

も
貢
献
す
る
試
み
だ
。

　
た
だ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理

シ
ス
テ
ム
の
海
外
展
開
を
考

え
る
上
で
は
、
節
電
の
切
り

口
だ
け
で
は
不
十
分
だ
。

「
節
電
を
美
徳
と
す
る
の
は

全
世
界
で
日
本
人
ぐ
ら
い
」

電
機
大
手
幹
部

。
電
力

需
給
ひ
っ
迫
時
に
電
力
会
社

か
ら
の
節
電
要
請
に
応
え
る

と
報
奨
金
や
料
金
割
引
な
ど

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
得
ら

れ
る
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス

サ
ー
ビ
ス
は
米
国
な
ど
で
導

入
が
進
む
。

　
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
シ

ス
テ
ム
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
が
ソ
ニ
ー
。
家
庭
用

エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム

Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

に
ゲ
ー
ム
な

ど
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
系

コ
ン
テ
ン
ツ
配
信
も
組
み
合

わ
せ
、
居
住
者
が
楽
し
み
な

が
ら
電
力
の
効
率
化
を
図
れ

る
仕
組
み
を
模
索
す
る
。
世

界
で
類
を
見
な
い
楽
し
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム

は
、
官
民
を
あ
げ
た
ス
マ
ー

ト
グ
リ
ッ
ド

次
世
代
電
力

網

な
ど
イ
ン
フ
ラ
輸
出
で

重
要
な
役
割
を
果
た
す
可
能

性
は
十
分
あ
り
そ
う
だ
。

　
シ
ス
テ
ム
を
構
成
す
る
単

品
の
競
争
力
強
化
も
経
産
省

の
重
点
分
野
だ
。
太
陽
光
発

電
や
省
エ
ネ
機
器
に
加
え

て
、
蓄
電
池
も
重
点
分
野
。

年
１
月
に
立
ち
上
げ
た

「
蓄
電
池
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
」
の
動
き
が
佳
境

に
入
っ
て
い
る
。
省
内
の
部

局
横
断
組
織
と
し
て
、
今
夏

ま
で
に
全
体
戦
略
の
と
り
ま

と
め
を
急
ぐ
。

　
主
力
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

二
次
電
池
は
ソ
ニ
ー
が
世
界

で
初
め
て
商
品
化
し
た
が
、

近
年
は
サ
ム
ス
ン
な
ど
韓
国

メ
ー
カ
ー
に
押
さ
れ
気
味
。

特
に
規
模
が
モ
ノ
を
言
う
モ

バ
イ
ル
機
器
向
け
で
劣
勢
。

一
方
、
よ
り
高
い
技
術
力
が

求
め
ら
れ
る
定
置
用
や
車
載

用
は
日
本
が
勝
算
の
あ
る
数

少
な
い
領
域
だ
。

　
大
手
家
電
メ
ー
カ
ー
は
韓

国
勢
と
の
激
し
い
競
争
で
疲

弊
し
、
成
長
に
向
け
た
グ
ラ

ン
ド
・
デ
ザ
イ
ン
を
描
く
余

裕
が
残
っ
て
い
な
い
。
シ
ス

テ
ム
と
し
て
の
全
体
最
適
、

デ
バ
イ
ス
ご
と
の
部
分
最
適

の
両
面
で
、
経
産
省
を
は
じ

め
官
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に

期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
電
力
需
給
の
ひ
っ
迫
す
る

今
夏
に
備
え
、
政
府
は
各
地

域
ご
と
に
節
電
目
標
な
ど
を

定
め
た
需
給
対
策
と
同
時

に
、
産
業
界
に
対
し
て
は
省

エ
ネ
対
策
を
呼
び
か
け
て
い

る
。
工
場
や
事
業
関
係
で
は

省
エ
ネ
法
に
基
づ
き
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
管
理
の
適
切
な
実
施

や
自
主
的
な
省
エ
ネ
の
取
り

組
み
を
求
め
て
い
る
。
ま

た
、
ビ
ル
や
住
宅
関
係
で

は
、
新
築
や
増
改
築
の
際
は

断
熱
材
の
利
用
に
よ
る
熱
負

荷
の
低
減
の
ほ
か
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム

Ｂ
Ｅ

Ｍ
Ｓ
、
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

の
導
入

を
呼
び
か
け
た
。
運
輸
関
係

で
は
、
エ
コ
カ
ー
の
導
入
や

輸
配
送
の
共
同
化
に
よ
る
積

載
効
率
の
向
上
な
ど
を
求
め

る
な
ど
官
民
一
体
に
な
っ
て

こ
の
夏
を
乗
り
切
ろ
う
と
し

て
い
る
。

　
省
エ
ネ
に
向
け
て
中
長
期

的
な
視
点
で
は
、
現
在
の
電

力
供
給
体
制
の
あ
り
方
を
変

え
る
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
の

中
で
、
市
場
原
理
を
働
か
せ

て
総
需
要
を
抑
制
す
る
電
力

料
金
制
度
の
導
入
が
検
討
中

だ
。
経
済
産
業
省
の
「
電
力

シ
ス
テ
ム
改
革
専
門
委
員

会
」
は
「
従
来
の
電
力
政
策

に
と
ら
わ
れ
な
い
抜
本
的
な

改
革
」

枝
野
幸
男
経
産

相

を
行
う
た
め
、
７
月
の

と
り
ま
と
め
を
目
指
し
て
議

論
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
電
力
シ
ス
テ

ム
は
、
東
京
電
力
な
ど
地
域

を
独
占
す
る
電
力
会
社
と
い

っ
た
供
給
側
の
論
理
で
構
築

さ
れ
、
安
定
供
給
を
第
一
に

運
用
さ
れ
て
い
た
。
現
在
、

電
力
料
金
は
家
庭
用
以
外
は

自
由
化
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
大
手
以
外
の
電
力
会
社

の
シ
ェ
ア
は
わ
ず
か
２
、
３

％
に
す
ぎ
な
い
。
現
在
の
大

手
電
力
会
社
に
よ
る
地
域
独

占
体
制
で
は
競
争
原
理
が
働

い
て
お
ら
ず
、
「
自
由
化
さ

れ
た
は
い
い
が
、
規
制
な
き

独
占
に
な
っ
て
実
質
的
な
選

択
肢
が
な
い
」

松
村
敏
弘

東
京
大
学
教
授

と
批
判
が

大
き
い
。

　
こ
の
た
め
、
同
委
員
会
で

は
家
庭
用
を
含
め
た
全
面
自

由
化
や
送
電
部
門
を
電
力
会

社
か
ら
切
り
離
す
こ
と
で
、

新
規
電
力
会
社
の
参
入
を
促

し
、
市
場
原
理
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
る
こ
と
を
提
案
し

て
い
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で

例
え
ば
電
力
ひ
っ
迫
時
に
は

高
額
に
な
る
な
ど
柔
軟
な
料

金
メ
ニ
ュ
ー
の
提
案
が
可
能

に
な
り
、
需
要
抑
制
を
働
か

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
卸
電
力
市
場
を
活
性
化
す

る
こ
と
も
提
案
さ
れ
て
お

り
、
例
え
ば
コ
ジ
ェ
ネ

熱

電
併
給

な
ど
分
散
型
電
源

を
市
場
に
流
通
さ
せ
る
よ
う

に
小
口
市
場
の
創
設
な
ど
も

議
論
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
を
有

効
に
機
能
さ
せ
る
た
め
に

は
、
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
な

ど
電
気
料
金
の
可
視
化
や
ス

マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
に
よ
る
管

理
が
要
求
さ
れ
て
お
り
、
関

連
す
る
業
界
は
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
が
大
い
に
期
待
で
き

る
。

　
ま
た
、
今
国
会
で
は
「
改

正
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
案
」
が

提
出
さ
れ
て
い
る
。
電
力
需

給
が
最
も
ひ
っ
迫
す
る
夏
場

や
冬
場
の
「
ピ
ー
ク
対
策
」

の
視
点
を
盛
り
込
ん
だ
の
が

特
徴
。
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
、
Ｈ
Ｅ
Ｍ

Ｓ
や
蓄
電
池
、
自
家
発
電
な

ど
ピ
ー
ク
シ
フ
ト
を
行
う
取

り
組
み
を
行
っ
た
工
場
や
オ

フ
ィ
ス
、
輸
送
関
係
の
需
要

家
を
評
価
す
る
よ
う
に
省
エ

ネ
指
標
で
あ
る
「
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
原
単
位
」
の
算
定
方

法
を
変
え
る
。
ま
た
、
「
ト

ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度
」

市

場
に
出
て
い
る
同
じ
製
品
の

中
で
、
最
も
優
れ
た
製
品
性

能
を
基
準
と
し
て
そ
の
基
準

を
満
た
す
よ
う
に
求
め
る
制

度

に
建
築
材
料
を
対
象
に

追
加
す
る
よ
う
に
も
と
め
、

業
務
ビ
ル
や
家
庭
の
省
エ
ネ

を
後
押
し
す
る
考
え
だ
。

（ ） 　　 （第２部） ２０１２年 平成２４年 ５月３１日 木曜日 　　


